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人のうごき（平成19年6月30日現在）／人口 2,926人（－8） 男 1,422人（－2） 女 1,504人（－6）・世帯数 919（－1）

　道を学ぶ…………2　　平成１８年度の決算概要…………8　　総合学習…………１４主な内容

佐那河内小学校6年生と
書道家山根玉峰さん作品『道学』

　地元の子どもたちへと思いのこもった贈り物。作品を前に、２１人の児童たちは何を

感じたのでしょうか？

覆工完了延長
（平成19年7月1日現在）

1342.4m

IP電話番号
村役場代表
議会事務局
教育委員会
社会福祉協議会

5000～5004
5005
5006
5007 ※覆工とは、トンネル工事の仕上げ作業です。

地
元
の
偉
人
か
ら

学
ぶ
！





　

平
成
19
年
６
月
議
会
は
６
月
15
日
開
会
さ
れ
、
補
正
予
算
案
３
件
、
報
告
２
件
の
あ
わ
せ
て
５
件
の
審
議

を
行
い
、
可
決
・
承
認
し
、
６
月
22
日
閉
会
し
ま
し
た
。

6
月
定
例
議
会

議
案
第
40
号　

平
成
19
年
度
佐
那
河

内
村
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
６
４
万

９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
22
億
４
３
６
４
万
９
千
円
と
し

た
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

事
業
・
長
寿
社
会
づ
く
り
ソ
フ
ト
事

業
な
ど
の
増
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
41
号　

平
成
19
年
度
佐
那
河

内
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
９
０
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
４
億
２
８
２
０
万
円
と
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
改
正
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
な
ど
の
増
に
よ

る
も
の
。

議
案
第
42
号　

平
成
19
年
度
佐
那
河
内

村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
５
０
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

３
億
６
２
０
１
万
円
と
し
た
。

　

平
成
18
年
度
介
護
保
険
事
業
の
精
算

に
伴
う
、
国
・
県
な
ど
へ
の
補
助
金
の

返
還
金
増
に
よ
る
も
の
。

　
報
告
第
１
号　

平
成
18
年
度
佐
那
河
内

村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

報
告
第
２
号　

平
成
18
年
度
佐
那
河
内

村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

仁  

羽    

悟  

郎  

議
員

一
般
質
問

報　

告

　
　

過
疎
対
策
に
つ
い
て
若
者
定
住
の

　
　

た
め
村
内
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築
、

ま
た
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ⅰ
タ
ー
ン
に
よ
る
人

口
増
対
策
に
つ
い
て

　
　

マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
に
つ
い
て
は
考

　
　

え
て
い
な
い
。
人
口
増
対
策
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
は
上
下
水
道
の
加
入
と

負
担
の
軽
減
を
支
援
。
転
入
者
を
快
く

受
け
入
れ
る
気
持
ち
や
意
識
づ
く
り
な

ど
の
条
件
整
備
・
地
域
環
境
の
整
備
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

県
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
の
合

　
　

併
の
組
み
合
わ
せ
案
を
受
け
て
、

村
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　

合
併
は
関
係
市
町
村
の
自
主
的
な

　
　

合
意
が
原
則
。
県
か
ら
提
示
さ
れ

た
の
は
１
つ
の
案
で
あ
り
、
周
辺
市
町

も
合
併
に
つ
い
て
具
体
的
に
は
動
い
て

い
な
い
の
が
現
状
。
現
在
徳
島
市
を
中

心
と
し
た
徳
島
東
部
地
域
市
町
村
懇
話

会
で
は
、
消
防
や
救
急
・
災
害
対
策
な

ど
の
広
域
行
政
で
の
取
り
組
み
を
話
し

合
っ
て
い
る
。
当
面
は
行
財
政
改
革
を

進
め
、
経
費
の
削
減
に
努
め
た
い
。

　
　

大
川
原
風
力
発
電
工
事
に
つ
い
て

　
　

①
工
事
期
間
に
つ
い
て 

②
残
土

処
理
に
つ
い
て　

③
工
事
が
引
き
起
こ

す
生
態
へ
の
影
響
（
特
に
水
環
境
に
つ

い
て
）　

④
工
事
車
両
に
よ
る
道
路
へ

の
影
響
と
そ
の
復
旧
に
つ
い
て　

⑤
村

内
業
者
の
工
事
へ
の
参
入
に
つ
い
て　

⑥
工
事
期
間
中
の
観
光
客
の
減
少
に
対

す
る
補
償
に
つ
い
て
、
ま
た
、
観
光
客

等
へ
の
周
知
に
つ
い
て　

⑦
工
事
に
関

わ
る
一
切
の
情
報
公
開
に
つ
い
て

　
　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
民
間
業   

　
　

者
が
事
業
主
で
あ
る
た
め
、
提
出

さ
れ
て
い
る
答
弁
書
に
基
づ
い
て
報
告

大  

岩    

和  

久  

議
員

補
正
予
算



す
る
。　

①
完
成
予
定
は
20
年
10
月
。
土
木
工

事
に
つ
い
て
は
来
年
３
月
末
に
終
了

予
定
。
②
残
土
量
は
３
万
㎥
程
度
。
処

理
場
は
キ
ャ
ン
プ
場
上
の
民
有
地
を

予
定
し
て
い
る
。
特
に
関
係
の
深
い
常

会
へ
は
説
明
会
を
実
施
し
了
解
を
得

て
い
る
。
③
土
砂
の
流
出
防
止
や
土
地

の
改
変
面
積
を
最
小
に
抑
え
る
な
ど

生
態
系
へ
の
影
響
が
最
小
限
に
止
ま

る
よ
う
環
境
保
全
に
努
め
る
。
④
工
事

車
両
の
通
行
に
伴
う
道
路
の
破
損
に

つ
い
て
は
、
工
事
完
了
後
補
修
す
る
計

画
。
⑤
考
え
方
と
し
て
は
、
村
内
業
者

を
選
定
し
た
い
と
し
て
、
価
格
面
・
工

程
面
な
ど
総
合
的
に
判
断
す
る
た
め

に
現
在
調
整
中
で
あ
る
。
⑥
迂
回
路
や

工
事
予
告
看
板
設
置
な
ど
観
光
客
に

対
す
る
影
響
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

⑦
大
川
原
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
が
一

切
の
責
任
を
持
っ
て
工
事
を
行
っ
て

い
る
。
説
明
会
な
ど
に
つ
い
て
は
要
望

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

村
と
し
て
は
、
行
政
の
立
場
か
ら
事

業
主
体
を
監
視
・
指
導
そ
し
て
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

職
員
の
常
会
派
遣
に
つ
い
て
。

　
　

財
政
・
合
併
な
ど
、
当
面
す
る
課

　
　

題
に
つ
い
て
11
か
所
で
行
政
座
談

会
を
計
画
し
て
い
る
。
常
会
派
遣
に
つ

い
て
は
、
そ
の
後
進
め
た
い
。

　
　

人
口
増
加
対
策
と
し
て
Ⅰ
タ
ー
ン
、

　
　

Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
へ
の
今
後
の
政
策

や
方
向
性
を
伺
い
た
い
。

　
　

村
で
暮
ら
し
や
す
い
、
住
み
や
す

　
　

い
具
体
的
な
定
住
条
件
の
整
備
を

続
け
な
が
ら
、
村
が
単
独
で
で
き
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、
国
や
県
に
提
言
・
要

望
し
て
い
き
た
い
。　

　
　

小
・
中
学
校
改
築
問
題
に
つ
い
て
、

　
　

早
急
か
つ
慎
重
な
審
議
が
必
要
だ

と
考
え
る
。今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

ど
の
部
署
が
ど
の
よ
う
に
責
任
を
持
っ

て
進
め
る
の
か
。

　
　

責
任
者
は
村
長
が
努
め
る
。財
政

　
　

計
画
・
建
築
計
画
等
関
係
職
員
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

お
互
い
に
事
務
を
分
担
し
総
合
的
な
資

料
検
討
を
行
な
い
、
議
会
と
協
議
を
進

め
た
い
。

　
　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、人
員

　
　

削
減
が
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
か
。

　
　

役
場
が
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
担

　
　

う
時
代
か
ら
民
間
委
託
や
住
民

と
の
協
働
作
業
へ
と
時
代
の
流
れ
は
変

わ
っ
て
い
る
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
当
然
職
員
の
資
質
向
上

に
も
努
め
な
が
ら
厳
し
い
時
代
を
乗
り

越
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　　
　

主
要
地
方
道
、
小
松
島
佐
那
河
内

　
　

線
大
久
保
峠
の
早
期
改
良
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
お
考
え

か
。
ま
た
、
担
当
窓
口
は
ど
こ
か
。

　
　

今
ま
で
議
員
活
動
や
村
か
ら
の

　
　

粘
り
強
い
要
請
の
結
果
、
よ
う
や

く
局
部
改
良
が
行
わ
れ
る
ま
で
に
至
っ

た
。
今
後
も
関
連
す
る
徳
島
市
、
県
当

局
へ
改
良
の
要
望
を
続
け
た
い
と
考
え

て
い
る
。
担
当
課
は
産
業
建
設
課
。

　
　

村
道
秋
城
本
線
で
路
面
が
下
が
っ

　
　

て
危
険
な
箇
所
が
あ
る
が
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
の
か
。

　
　

状
況
は
把
握
し
て
い
る
。
19
年
度

　
　

予
算
を
確
保
し
て
い
る
が
、
過
疎

対
策
事
業
で
対
応
す
る
の
か
、
災
害
復

旧
と
し
て
対
応
す
る
の
か
判
断
し
、
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

平
成
19
年
度
予
算
の
執
行
に
つ
い

　
　

て　

①
小
中
学
校
校
舎
等
改
築

設
計
委
託
料
に
つ
い
て　

②
農
振
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
診
断
委
託
料
に
つ
い
て
同

セ
ン
タ
ー
の
耐
震
強
度
は
設
計
上
確
保

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

①
現
段
階
で
は
、小
中
学
校
分
離

　
　

独
立
の
場
合
と
、
併
設
の
２
案

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
専
門
的

な
立
場
か
ら
の
基
本
構
想
を
取
り
入
れ

実
施
・
設
計
に
反
映
さ
せ
る
必
要
性
か

ら
、３
０
０
万
円
を
予
算
化
し
て
い
る
。

②
建
築
上
耐
震
強
度
は
確
保
さ
れ
て
い

る
が
、
庁
舎
と
農
振
セ
ン
タ
ー
が
渡
り

廊
下
で
接
続
さ
れ
て
い
る
た
め
、
万
一

の
地
震
の
際
、
庁
舎
の
揺
れ
の
影
響
を

受
け
る
可
能
性
も
あ
る
。
執
行
に
つ
い

て
は
、
建
築
士
等
の
意
見
を
十
分
考
慮

し
慎
重
に
進
め
た
い
。

瀧  

倉    

俊  

晴  

議
員  



　
　

大
川
原
風
力
発
電
工
事
に
つ
い
て

　
　

道
路
整
備
事
業
に
関
す
る
村
建
設

業
者
の
仕
事
確
保
に
つ
い
て
村
の
対
応

は
。

　
　

村
と
し
て
は
、
村
内
業
者
の
事
業

　
　

参
入
に
格
別
の
配
慮
を
と
申
し
出

て
は
い
る
が
、
厳
し
い
予
算
状
況
も
あ

り
、
現
段
階
で
は
結
論
は
出
て
い
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
機
会
が
あ
る

ご
と
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。　

　
　

新
府
能
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
に
伴
い
、

　
　

現
在
の
国
道
４
３
８
号
は
ど
の
よ

う
な
扱
い
に
な
る
の
か
。

　
　

新
国
道
が
完
成
し
、
県
が
供
用
を

　
　

開
始
す
る
時
点
で
、
長
田
北
山
線

の
交
差
点
か
ら
府
能
ト
ン
ネ
ル
ま
で
国

道
か
ら
村
道
へ
と
移
管
さ
れ
る
予
定
。

村
と
し
て
は
引
き
取
る
前
に
舗
装
な
ど

の
整
備
を
行
う
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

　
　

東
南
海
地
震
も
発
生
が
心
配
さ
れ

　
　

て
い
る
。
小
中
学
校
の
改
築
に
関

し
て
早
く
結
論
を
出
し
、
着
工
に
取
り

か
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

平
成
21
年
度
に
改
築
を
着
工
し
た

　
　

い
と
考
え
て
い
る
が
、
21
、
22
年

度
は
起
債
の
償
還
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て

い
る
。
21
年
度
に
起
債
や
補
助
金
が
ど

の
程
度
付
く
の
か
、
ま
た
、
財
政
健
全

化
法
と
の
関
連
な
ど
議
会
と
も
十
分
協

議
し
な
が
ら
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

市
民
農
園
の
使
用
計
画
が
十
分
で

　
　

な
い
の
な
ら
、
村
営
住
宅
地
な
ど

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
民
農
園
は
農
業
振
興
地
域
の
農

　
　

用
地
区
域
で
、大
黒
地
区
は
国
費

で
圃
場
整
備
が
さ
れ
て
い
る
。
特
別
養

護
老
人
施
設
を
誘
致
し
た
際
に
は
、
地

区
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
、
現
在
も
日
照
時
間
な
ど
の
面
で

影
響
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
は

市
民
農
園
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
、
排
水
、
土
壌
改
良
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い

　
　

て　

①
村
振
興
計
画
の
目
標
年
次

の
人
口
数
に
つ
い
て　

②
人
口
減
少
時

代
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

　
　

①
２
８
０
０
人
と
い
う
数
字
は
意 

　
　

識
付
け
と
し
て
、
で
き
る
限
り
減

少
を
抑
え
る
と
い
う
目
標
値
を
定
め
た

も
の
。
②
考
え
ら
れ
る
条
件
整
備
を
し

な
が
ら
、
佐
那
河
内
で
住
み
た
い
と
の

要
望
に
対
す
る
窓
口
を
設
け
ら
れ
る
よ

う
な
、
総
合
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　　
　

地
籍
調
査
に
取
り
組
む
村
の
基
本

　
　

方
針
を
伺
い
た
い
。

　
　

す
で
に
基
本
計
画
・
予
算
は
説
明

　
　

し
て
い
る
。
調
査
に
は
長
い
期
間

を
要
す
る
が
、
今
年
か
ら
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
税
金
の

賦
課
に
つ
い
て
は
調
査
完
了
３
年
後
を

め
ど
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

農
業
集
落
排
水
施
設
の
統
合
に
つ

　
　

い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　
　

６
箇
所
あ
る
集
落
排
水
施
設
は
、

　
　

老
朽
化
に
伴
う
故
障
も
あ
る
が
、

異
物
混
入
が
原
因
の
故
障
に
よ
る
維
持

管
理
費
が
非
常
に
増
嵩
し
て
い
る
。
施

設
の
機
能
強
化
補
助
事
業
の
対
象
や
統

合
の
可
能
性
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。
施
設
は
利
用
者
の
自
主
的
な
管
理

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

根
郷
４
つ
辻
の
信
号
機
設
置
に
つ

　
　

い
て
進
行
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　
　

昨
年
徳
島
東
警
察
署
交
通
安
全
担

　
　

当
係
官
が
現
地
調
査
を
し
た
判
断

で
は
、
信
号
機
が
必
要
な
ほ
ど
の
交
通

量
は
な
く
、
事
故
も
交
通
マ
ナ
ー
な
ど

の
向
上
で
か
な
り
減
少
す
る
は
ず
と
の

見
解
が
示
さ
れ
た
。
今
後
新
府
能
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
に
伴
う
交
通
量
増
加
の
可

能
性
も
含
め
、
信
号
機
の
設
置
を
継
続

し
て
要
望
し
た
い
。

　
　

独
居
老
人
対
策
に
つ
い
て
現
状
と

　
　

そ
の
評
価
並
び
に
今
後
の
対
策
に

つ
い
て

　
　

現
在
独
居
老
人
宅
に
は
、
緊
急
通

　
　

報
装
置
を
設
置
し
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
毎
月

ケ
ア
会
議
を
開
き
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
、
介
護
支
援
事
務
所
の
ス

尾  

山    

光  

雄  

議
員

安  

冨    

幸  

彦  

議
員

岡  
本    

隆  

次  

議
員



タ
ッ
フ
等
が
情
報
の
共
有
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
民
生
児
童
委
員
の
訪
問

活
動
・
老
人
会
か
ら
は
友
愛
訪
問
事
業

と
し
て
会
員
の
協
力
も
あ
る
。
し
か
し

常
時
と
は
い
か
な
い
の
が
現
状
で
、
一

番
頼
り
に
な
る
の
は
近
隣
住
民
か
ら

の
情
報
提
供
だ
と
考
え
て
い
る
。
評
価

は
個
々
に
お
任
せ
し
、
村
と
し
て
は
今

後
さ
ら
に
協
議
を
重
ね
、
村
の
現
状
に

あ
っ
た
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　

小
中
学
校
施
設
改
築
事
業
の
検
討

　
　

に
つ
い
て　

①
今
後
の
計
画
を

具
体
的
に
示
し
て
ほ
し
い　

②
改
築

費
用
の
見
積
額
は
い
く
ら
か
建
設
後

の
起
債
総
額
及
び
村
民
一
人
当
た
り

の
借
金
額
並
び
に
実
質
公
債
比
率
の

見
通
し
に
つ
い
て　

③
設
計
委
託
料

は
本
当
に
必
要
な
経
費
な
の
か
。

　
　

①
平
成
19
年
度
に
基
本
構
想
を
固

　
　

め
、改
築
方
法
や
場
所
を
決
定
し
、

平
成
20
年
度
に
は
基
本
設
計
、
実
施
設

計
を
委
託
発
注
、
平
成
21
年
度
工
事
発

注
予
定
。
21
年
４
月
に
は
国
庫
補
助
認

定
申
請
の
計
画
書
を
提
出
予
定
。
②
実

施
設
計
が
で
き
れ
ば
、
具
体
的
な
事
業

費
が
出
て
く
る
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
併
設
な
ど
ま

だ
具
体
的
に
な
っ
て
い
な
い
案
件
も

あ
る
上
、
旧
校
舎
の
解
体
費
用
、
仮
校

舎
の
建
設
費
用
な
ど
、
新
校
舎
建
築
費

用
以
外
の
諸
費
用
の
積
算
に
つ
い
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
資
料

を
作
成
し
、
議
会
と
協
議
し
た
い
。
ま

た
、
実
質
公
債
比
率
な
ど
に
つ
い
て

は
、
財
政
計
画
や
検
討
委
員
会
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
概
算
費
用
を
も
と
に
し

て
、
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
③

総
合
的
な
視
点
か
ら
判
断
す
る
た
め

に
も
専
門
職
に
よ
る
設
計
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。　

　
　

村
内
建
設
業
Ａ
・
Ｂ
の
区
別
に
つ

　
　

い
て　

①
何
を
根
拠
に
し
て
い

る
の
か　

②
国
策
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
の
整
合
性
は
。
Ｂ
ラ
ン
ク
の
業
者
に

も
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
な
施

策
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

①
県
の
経
営
審
査
の
結
果
か
ら
業

　
　

者
の
格
付
け
は
決
ま
っ
て
い
る
。

県
で
の
格
付
け
が
Ａ
・
Ｂ
の
業
者
が
村

で
は
Ａ
、
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
の
業
者
が
村
で

は
Ｂ
。
具
体
的
な
境
目
は
、
Ａ
ラ
ン
ク

へ
の
標
準
発
注
金
額
は
５
０
０
０
万

円
未
満
、
Ｂ
ラ
ン
ク
へ
の
標
準
発
注
金

額
は
１
、０
０
０
万
円
未
満
と
村
建
設

工
事
請
負
業
者
選
定
要
綱
に
定
め
ら
れ

て
い
る
。②
公
共
事
業
の
減
少
に
よ
り
、

ど
ち
ら
の
ラ
ン
ク
の
業
者
も
厳
し
い
経

営
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
公
共
事
業
の
透
明
性
が
問
わ
れ
る

現
在
、
指
名
審
査
委
員
会
内
で
も
工
事

発
注
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。　

　
　

広
報
５
月
号
「
市
町
村
財
政
比
較

　
　

分
析
表
」
に
つ
い
て　

①
具
体
的

に
類
似
団
体
と
は　

②
グ
ラ
フ
の
信

ぴ
ょ
う
性
は　

③
分
析
欄
「
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
」の
説
明
は
適
切
か　

④
総

合
的
に
評
価
し
て
財
政
は
健
全
な
の
か
。

　
　

①
人
口
５
０
０
０
人
未
満
、二
次
、

　
　

三
次
産
業
構
造
比
率
が
80
％
未
満

で
あ
る
市
町
村
が
本
村
の
類
似
団
体
。

全
国
で
は
１
２
１
団
体
あ
る
。
②
総
務

省
か
ら
示
さ
れ
た
様
式
に
よ
っ
て
作
成

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
注
釈
が
不
十
分

で
あ
っ
た
た
め
一
般
の
方
に
は
見
づ
ら

い
グ
ラ
フ
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
今

後
十
分
注
意
し
た
い
。
③
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
こ
と
は
様
々
な
要
因
が
あ
り
、
非

常
に
難
し
い
。
④
類
似
団
体
と
比
較
し

て
職
員
数
、
物
件
費
が
少
な
い
。
実
質

公
債
比
率
や
給
与
水
準
は
高
い
。
総
合

的
に
は
非
常
に
厳
し
い
状
態
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　

水
源
確
保
に
つ
い
て　

①
村
の
水

　
　

資
源
の
減
少
を
ど
う
認
識
し
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

降
水
量
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

　
　

必
要
な
対
策
は
、
い
か
に
貯
水
す

る
か
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
ま
で
も
村

で
は
農
地
に
水
が
運
べ
る
よ
う
材
料
支

給
な
ど
を
続
け
て
き
た
。
財
政
厳
し
い

中
で
は
あ
る
が
、
今
後
も
水
資
源
の
有

効
利
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

市
民
農
園
を
ど
の
よ
う
な
位
置
づ

　
　

け
で
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

　
　

現
状
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
認

　
　

識
し
て
い
る
。
財
政
厳
し
い
折
、

担
当
課
内
で
対
応
で
き
る
こ
と
は
課

内
で
工
夫
し
て
対
応
し
て
い
る
の
が
現

長  

尾    

久  

代  

議
員



状
。ま
た
老
人
会
の
み
な
さ
ん
に
耕
運
・

石
こ
ろ
な
ど
の
除
去
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
今
後
幅
広
く
意
見
を
取
り
入

れ
、
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

防
災
に
つ
い
て　

①
村
の
取
り
組

　
　

み
に
つ
い
て　

②
自
主
防
災
の
強

化
推
進
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
る
の
か
。

　
　

①
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修

　
　

を
平
成
17
年
度
か
ら
呼
び
か
け
て

い
る
。
現
在
ま
で
に
延
べ
80
人
程
度
の

方
に
参
加
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
引
き

続
き
研
修
を
計
画
し
て
い
く
予
定
。

　

ま
た
、
い
ざ
と
言
う
と
き
の
た
め
、

人
命
を
救
う
技
術
習
得
を
目
的
に
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
講

習
会
を
常
会
単
位
・
各
種
団
体
単
位
で

行
っ
て
い
る
。
②
各
種
防
災
研
修
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
な
ど
の
講
習
会
を
通
じ
て
、
地
域

で
の
連
帯
感
を
強
め
る
こ
と
に
よ
り
、

自
主
防
災
の
意
識
の
向
上
に
努
め
た

い
。

議
会
行
事
出
席
報
告

6
月

　
　
　
　〈
場
所
〉（
出
席
者
）

５
日
　
中
央
福
祉
地
区
高
齢
者
福
祉
大
会
〈
佐
小
体
育
館
〉（
加

　
　
藤
議
長
）

８
日
　
村
議
会
全
員
協
議
会〈
農
振
セ
ン
タ
ー
〉（
全
議
員
）

１５
日
　
平
成
１８
年
第
２
回
定
例
議
会
開
会
、
会
期
を
２２
日
ま

　
　
で
の
８
日
間
と
決
め
議
案
の
上
程
、
提
案
理
由
の
説

　
　
明
、
議
案
審
議
（
全
議
員
）

１８
日
　
定
例
議
会
２
日
目
　
小
・
中
学
校
校
舎
等
改
築
調
査

　
　
研
究
委
員
会
（
全
議
員
）

１９
日
　
定
例
議
会
３
日
目
　
学
校
訪
問
及
び
小
松
島
市
外
三

　
　
町
村
衛
生
組
合
、
名
東
郡
自
治
協
会
視
察
（
全
議
員
）

２０
日
　
定
例
議
会
４
日
目
　
小
・
中
学
校
校
舎
等
改
築
調
査

　
　
研
究
委
員
会（
加
藤
議
長
外
８
名
）

２１
日
　
大
川
原
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
安
全
祈
願
祭〈
大
川
原
〉

　
　
（
全
議
員
）

２１
日
　
定
例
議
会
５
日
目
　
一
般
質
問
（
全
議
員
）

２２
日
　
定
例
議
会
最
終
日
　
一
般
質
問
・
付
議
案
件
表
決
を
行

　
　
い
閉
会
（
全
議
員
）

２６
日
　
村
農
業
委
員
会
総
会〈
農
振
セ
ン
タ
ー
〉（
仁
羽
農
業

　
　
委
員
）

２７
日
　
６
月
分
例
月
出
納
検
査〈
役
場
〉（
西
川
、
長
尾
監
査

　
　
委
員
）

２７
日
　
徳
島
県
東
四
国
横
断
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
同
盟

　
　
会
総
会
〈
徳
島
市
〉（
加
藤
議
長
）

２９
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会
及
び
勝
名
町
村
議
会

　
　
　
議
長
会
議
〈
徳
島
市
〉（
加
藤
議
長
、
吉
本
事
務
局
長
）

健康福祉課からのお知らせとお願い。健康福祉課からのお知らせとお願い。健康福祉課からのお知らせとお願い。健康福祉課からのお知らせとお願い。健康福祉課からのお知らせとお願い。健康福祉課からのお知らせとお願い。健康福祉課からのお知らせとお願い。
① 不要車の回収について
　7月16日から31日までの間、不要自動車（自走不可のものを含む）の処分の相談を受付け
　ています。不要車の処分をお考えの方は、この機会にご相談ください。
② 節水にご協力ください　
　梅雨入りしましたが、期待はずれの降水量で、今後の水不足が心配されます。

☆ お風呂の残り湯の２次利用。　　　　　　　　　　　
☆ 洗面や食器洗いは、ため水洗い。
☆ タンク式トイレにペットボトルを入れ、一回の使用水量を減らす。
など、各家庭でのちょっとした工夫で、節水にご協力ください。　　



平成平成1818年度の決算の概要を公表します。年度の決算の概要を公表します。平成18年度の決算の概要を公表します。

平成18年度（平成18年4月1日から平成19年3月31日まで）の決算について、次のとおりになりました。 
平成17年度の決算と見比べて見ましょう。     

◎一般会計の詳細については、１０月号で報告します。 

（単位：千円）

一　　　般　　　会　　　計

平成18年度決算

平成17年度決算

伸 び 率（％）

歳入総額　Ａ 歳出総額　Ｂ 差引　Ｃ（Ａ－Ｂ） 実質収支（Ｃ－Ｄ）翌年度へ繰り越すべき財源　Ｄ

2,844,216

2,830,707

0.5

2,783,955

2,767,191

0.6

60,261

63,516

△ 5.1

5,510

10,109

△ 45.5

54,751

53,407

2.5

国民健康保険事業特別会計

平成18年度決算

平成17年度決算

伸 び 率（％）

歳入総額　Ａ 歳出総額　Ｂ 差引　Ｃ（Ａ－Ｂ） 実質収支（Ｃ－Ｄ）翌年度へ繰り越すべき財源　Ｄ

360,347

351,974

2.4

341,344

329,393

3.6

19,003

22,581

△ 15.8

0

0

0.0

19,003

22,581

△ 15.8

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

平成18年度決算

平成17年度決算

伸 び 率（％）

歳入総額　Ａ 歳出総額　Ｂ 差引　Ｃ（Ａ－Ｂ） 実質収支（Ｃ－Ｄ）翌年度へ繰り越すべき財源　Ｄ

145,467

236,948

△ 38.6

144,490

235,454

△ 38.6

977

1,494

△ 34.6

0

0

0.0

977

1,494

△ 34.6

老 人 保 健 特 別 会 計

平成18年度決算

平成17年度決算

伸 び 率（％）

歳入総額　Ａ 歳出総額　Ｂ 差引　Ｃ（Ａ－Ｂ） 実質収支（Ｃ－Ｄ）翌年度へ繰り越すべき財源　Ｄ

473,677

497,450

△ 4.8

468,479

491,675

△ 4.7

5,198

5,775

△ 10.0

0

0

0.0

5,198

5,775

△ 10.0

農業集落排水事業特別会計

平成18年度決算

平成17年度決算

伸 び 率（％）

歳入総額　Ａ 歳出総額　Ｂ 差引　Ｃ（Ａ－Ｂ） 実質収支（Ｃ－Ｄ）翌年度へ繰り越すべき財源　Ｄ

210,847

187,027

12.7

206,731

183,822

12.5

4,116

3,205

28.4

0

0

0.0

4,116

3,205

28.4

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

平成18年度決算

平成17年度決算

伸 び 率（％）

歳入総額　Ａ 歳出総額　Ｂ 差引　Ｃ（Ａ－Ｂ） 実質収支（Ｃ－Ｄ）翌年度へ繰り越すべき財源　Ｄ

339,894

317,524

7.0

319,356

307,959

3.7

20,538

 9,565

114.7

5,185

0

0.0

15,353

9,565

60.5



【 

投
　 

票 

】

 

佐
那
河
内
村
で
投
票
で
き
る
の
は

次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

　
昭
和
６２
年
７
月
３０
日
以
前
に
生
ま

れ
、
平
成
１９
年
４
月
１１
日
以
前
か
ら

基
準
日（
７
月
１１
日
）ま
で
引
き
続
き

佐
那
河
内
村
に
住
所
が
あ
る
人
で
す
。

【
投
票
所
と
投
票
時
間
】

　
世
帯
主
あ
て
に
、
投
票
入
場
券
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
投
票
日
当
日
に

ご
持
参
下
さ
い
。（
入
場
券
を
な
く

し
て
も
、
投
票
日
当
日
に
選
挙
権
を

有
し
て
い
れ
ば
投
票
は
で
き
ま
す
）

投
票
は
、
入
場
券
に
指
定
さ
れ
た
場

所
で
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
投
票
日
当
日
投
票
所
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
次
に
よ
り
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
】

※
期
日
前
投
票
　
　
　
　
　
　
　
　

○
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず

　
れ
か
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
選

　
挙
人

１
、
職
務
若
し
く
は
業
務
又
は
総
務
省

令
で
定
め
る
用
務
に
従
事
す
る
こ

と
。

２
、
用
務
（
前
号
の
総
務
省
令
で
定
め

る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
事
故
の
た

め
そ
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域
外
に

旅
行
又
は
滞
在
を
す
る
こ
と
。

３
、
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
老
衰
若
し

く
は
身
体
の
障
害
の
た
め
若
し
く
は

産
褥
に
あ
る
た
め
歩
行
が
困
難
で
あ

る
こ
と
又
は
監
獄
、
少
年
院
若
し
く

は
婦
人
補
導
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

４
、
交
通
至
難
の
島
そ
の
他
の
地
で
総

務
省
令
で
定
め
る
地
域
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
又
は
当
該
地
域
に
滞
在
を

す
る
こ
と
。

５
、
そ
の
属
す
る
投
票
区
の
あ
る
市
町

村
の
区
域
外
の
住
所
に
居
住
し
て
い

る
こ
と
。

○
期
間
と
時
間
　
　

　
７
月
１３
日（
金
）か
ら
７
月
２８
日（
土
）

　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
８
時

○
場
所
　
　
　
　
　

　
村
農
業
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
　

　
１
階
会
議
室

○
持
参
す
る
も
の
　

　
入
場
券

　
（
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
）

※
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
病
院
に

入
院
し
た
り
、
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
人
は
そ
の
病
院
な
ど
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院
長
や
施
設
の

長
に
早
め
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
は
郵

便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
在
宅
投
票
が
で
き

る
方
は
、介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
そ

の
障
害
が
一
定
の
基
準
に
当
て
は
ま
る

方
に
限
り
ま
す
。
な
お
郵
便
で
投
票
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
等
投

票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
き
、

そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
等

の
請
求
を
投
票
期
日
前
４
日（
７
月

２５
日
）ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。〈
詳
し
く
は
、村
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
〉

※
開
票

   

開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後
９

時
か
ら
村
役
場
３
階
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
。

◆
投
票
日
　
７
月
２９
日（
日
）
　
　
◆
投
票
時
間
　
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

第第
２１２１
回 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

第
２１２１
回 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

第
２１
回 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙



国民
年金

　
納付には、納め忘れのない 
　口座振替　が便利です。

国民年金保険料は
納期を守って
納めましょう!

国民年金保険料を納めることが困難なときは
免除・納付猶予制度をご利用ください

　国民年金の保険料は14,100円（平成19年度）です。しかし経済的
な理由などで保険料の納付が困難な場合は、申請手続きをしていただく
ことにより、保険料の納付が免除（全額免除・一部納付（一部免除））また
は猶予される制度として、次の3種類があります。

　30歳未満の人で本人・配偶者前年度所得が一定額（注）以下の場合に申請することにより、
保険料の納付が猶予されます。
（注）平成19年度の所得基準（申請者本人と配偶者の前年所得）

   　（扶養親族の数＋1）×35万円＋22万円

2 若年者納付猶予申請

3 学生納付特例申請

1 免除（全額免除・一部納付（一部免除））

　学生（注1）で本人に前年度所得が一定額（注2）以下の場合に申請することにより、保険料
の納付が猶予されます。
（注1）大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限が１年以上の

課程に在学している人（私立の各種学校については都道府県知事の認可を受けた学校に限る））、一
部の海外大学の日本分校に在学している人

（注2）平成19年度の所得基準（申請者本人の前年所得）
　　  118万円＋扶養親族などの数×38万円＋社会保険料控除など

　保険料の免除や納付猶予を受けた期間は、保険料を全額
納付したときに比べ、将来の老齢基礎年金の額が少なくなり
ます。
　そこで、これらの期間は、10年以内であれば後から保険料
を納めること（追納）ができますが、承認を受けた年度から起
算して3年度目以降に追納すると、当時の保険料に経過期間
に応じた加算額が上乗せされます。

　本人・世帯主・配偶者の所得が一定額以下の場合に申請手続きすることにより、
保険料の納付が全額免除または一部納付（一部免除）となります。
　なお、一部納付（一部免除）については、一部納付が未納の場合、一部免除が無効（未納と
同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の額に反映されません。また、万が一の時の障害基
礎年金や遺族基礎年金を受給できない場合があります。

保険料の追納
　住民登録をしている市区町
村役場の国民年金担当窓口へ
申請することになります。
　申請書は、社会保険事務所
または役場の国民年金担当窓
口に備え付けてあります。

手続き（申請）について

全額免除
3／4免除
半額免除
1／4免除

全額が免除
所 得 基 準 の 目 安 月々の保険料

1／3が反映
1／2が反映
2／3が反映
5／6が反映

老齢基礎年金額

3,530円
7,050円
10,580円

（扶養親族の数＋1）×35万円＋22万円
78万円＋扶養親族など控除額＋社会保険料控除額など
118万円＋扶養親族など控除額＋社会保険料控除額など
158万円＋扶養親族など控除額＋社会保険料控除額など



第86号

合　計
35,745,288円

合　計
35,745,288円

人件費支出
29.8％

事業費支出
31.4％

退職共済
預け金支出
　　　1.3％

次期繰越
11.7％

助成金支出　
　　7.0％

  県補助金収入
　　0.9％

負担金支出
0.3％

経理区分間支出
9.5％

固定資産取得支出
　　　　2.7％

積立金積立額 3.4％

経理区分間収入
9.5％

会費収入 0.1％

寄附金収入 0.3％

事務費支出　
0.8％

共同募金配分事業費　2.1％共同募金配分金収入 3.0％

県社協受託金収入 0.2％市町村社協受託金収入 0.1％

市町村
補助金収入
19.8％

積立預金
取崩収入
10.4％

預託金収入 3.3％

前期繰越
12.1％

市町村
受託金収入
13.1％

運営費収入
24.5％

雑収入 2.7％

歳　入 歳　出

歳　　　　　入
決算額（円）

51,000
100,000
325,500
7,100,000
4,666,368
54,000
32,500

1,190,000
1,061,684
8,785,913
951,546
3,388,300
3,723,389
4,315,088
35,745,288

歳　　　　　出

平成18年度

科　　　　　目
会 費 収 入
寄 附 金 収 入
県 補 助 金 収 入
市 町 村 補 助 金 収 入
市 町 村 受 託 金 収 入
県 社 協 受 託 金 収 入
市町村社協受託金収入
預 託 金 収 入
共 同 募 金 配 分 金 収 入
運 営 費 収 入
雑 収 入
経 理 区 分 間 収 入
積 立 預 金 取 崩 収 入
前 期 繰 越

合　　　　計

10,639,644
281,849

11,219,995
763,415
2,509,200
94,800

3,388,300
980,495
1,204,819
466,440
4,196,331
35,745,288

科　　　　　目
人 件 費 支 出
事 務 費 支 出
事 業 費 支 出
共 同 募 金 配 分 事 業 費
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
経 理 区 分 間 支 出
固 定 資 産 取 得 支 出
積 立 金 積 立 支 出
退 職 共 済 預 け 金 支 出
次 期 繰 越

合　　　　計

決算額（円）

成分献血を希望される方は、7月19日（木）までに農振センター内社会福祉協議会までお知らせください。

献血に使用する器材は全て使い捨てです。病気などの感染は全くありません。

献血車がまいります　ご協力下さい
■日時　平成19年7月26日（木）

☆成分献血専用車（成分献血のみの受付となります）

朝　宮

中　辺

朝 宮 神 社 前

佐那河内村役場前

 ９ ：30～10：30

11：00～12：30

住所 住所採血場所 献血時間 採血場所 献血時間

中　辺 佐那河内村役場前  ９ ：30～12：30、13：30～15：30

住所 採　血　場　所 献　血　時　間

13：30～15：00

15：30～16：30

佐那河内村役場

徳島市農協高樋出張所

中　辺

高　樋



　

い
よ
い
よ
大
川
原
高
原
一
帯
へ
15
基
の
大
型
風
力
発
電
施
設

を
整
備
す
る
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

完
成
予
定
は
、平
成
20
年
10
月
で
す
。
ま
た
ひ
と
つ
大
川
原
に

観
光
名
所
が
増
え
ま
す
。
完
成
し
た
姿
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す

ね
‼

　

　

風
力
発
電
工
事
は
、
日
曜
を
除
く
す
べ
て
の
曜
日
（
祝
日
を

含
む
）
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
行
い
ま
す
。
作
業
中

で
も
一
般
車
両
の
通
行
は
可
能
で
す
が
、
作
業
の
都
合
に
よ
り

５
分
か
ら
10
分
程
度
の
停
車

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
工
事
現
場
で

の
通
行
に
つ
い
て
は
、
誘
導

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。
安
全
に
作
業
が
進
行
で

き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
こ
の
工
事
に

伴
い
、
本
年
度
は
ヒ
ル
ト
ッ

プ
ハ
ウ
ス
及
び
ロ
グ
ハ
ウ
ス

は
閉
館
し
て
い
る
こ
と
も
あ

わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
川
原
高
原
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

　

届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
に
つ
い
て
は
、
一
定
面
積
以
上
の
※
１

大
規
模
な
土
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
売
買
な
ど
の
契
約
※
２
（
対
価

の
授
受
を
と
も
な
う
土
地
に
関
す
る
権
利
※
３
の
移
転
ま
た
は
設
定

を
す
る
契
約
）
を
締
結
し
た
場
合
に
、
土
地
取
得
者
（
買
主
）
の
届

出
が
必
要
で
す
。

※
１　

一
定
面
積
以
上
（
本
村
の
場
合
）

　
　
　

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域　

１
０
、０
０
０
㎡
以
上

※
２　

土
地
売
買
な
ど
の
契
約

　
　
　

売
買
契
約
、
売
買
予
約
、
権
利
金
ま
た
は
一
時
金
を
と
も
な

　
　
　

う
賃
貸
借
契
約
、
現
物
出
資
、
交
換
な
ど

※
３　

土
地
に
関
す
る
権
利

　
　
　

所
有
権
、
地
上
権
も
し
く
は
貸
借
権
ま
た
は
こ
れ
ら
の
権
利

　
　
　

の
取
得
を
目
的
と
す
る
契
約

　

届
出
事
項
に
つ
い
て
は
、（
１
）
契
約
当
事
者
の
氏
名
・
住
所
な

ど
（
２
）
契
約
締
結
年
月
日
（
３
）
土
地
の
所
在
お
よ
び
面
積
（
４
）

土
地
に
関
す
る
権
利
の
種
別
お
よ
び
内
容
（
５
）
土
地
の
利
用
目
的

（
６
）
土
地
に
関
す
る
対
価
の
額
な
ど
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
企
画
課

〜
国
土
利
用
計
画
法
の
届
出
制
度
に
つ
い
て
〜

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て
売
買
な
ど
の

取
引
を
行
っ
た
場
合
に
、
土
地
の
利
用
目
的
な
ど

に
つ
い
て
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　アジサイの見頃に向け、ヒルトップハウスを中心に48人のボラン
ティアがアジサイ園の草刈りを行いました。今年も６月中旬ごろから、
多数の問い合わせが役場に寄せられており、たくさんの人が開花を楽
しみにされているようです。
　ご参加いただいた皆さん、ご協力ありがとうございました。

大
川
原
へ
の
行
楽
を
予
定
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
。

完成予想図

7/1
（日）



あなたの情報 まってます（広報係）

6/5
（火）

第38回
中央福祉地区高齢者福祉大会開催

6/12
（火）

高齢者交通安全教室

6/21
（木）

今年は豊作！？

6/16
（土）

宮前公民館芸能発表会で
演奏されました。

　中央福祉地区の老人クラブから、約360人の会員が、小学校体育館に集まり、
盛大に開催されました。お亡くなりになられた会員の冥福を祈る黙祷に始まり、
高齢者福祉活動で特にご活躍された5団体と26人の方の表彰が行われ、松浦
明さん（仁井田）が被表彰者を代表して謝辞を述べられました。その後、記念講
演、芸能発表が行われました。
　1日を通じて、会員同士の理解と交流が深まり、今後の老人クラブ活動の活性
化につながることでしょう。

　交通安全教育隊のご
協力の下、ドライビング
シミュレーターを使って
の運転技能の点検と、
電動車いすの実技講習
を行いました。
　最後には、腹話術に
よる講話もあり、一緒に
楽しみながら、交通安全
を学びました。

　今年の広報3月号、「佐那河内村の人権教育」で
ご紹介した「竹田の子守歌」の記事に、共感してく
ださったO&Ｋ（大岩さんと柿久保さん）が『ぜひこ
の歌を広く知ってほしい』との思いを込め、演奏して
くださいまし
た。
　広報担当
として、とて
もうれしい
知らせでし
た。

　豊年エビをご存じですか？ 初夏の水田で仰向けになって泳いでいるのがよく見か
けられるそうですが、村ではここ最近見かけられませんでした。
　ご連絡いただいた白木和子さん（府能）も『初めて見て驚いた』と話してくださいま
した。豊年エビは、ミジンコの仲間で稲に害を与える生物ではありません。江戸時代に
は観賞用に取引されていたこともあるようですが、寿命は短いようです。また、豊年エビが
見られた年は、豊作になると言われており、別名豊作エビとも呼ばれています。

　村中央運動公園の斜面部分にたくさんの草が生えています。夏場の
畑などの干上がりを防ぐため、敷き草にするなど有効に利用してくださ
い。なお、この草については、適宜刈り取りお持ち帰りください。
　草刈の範囲・期間など、詳しくは　産業建設課までお願いします。

畑への敷き草いりませんか。



中
学
生
の
環
境
学
習

地
域
で
取
り
組
む
、ゴ
ミ
減
量
化
！

　
村
内
で
最
初
に
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を
は

じ
め
た
地
区
で
あ
る
新
町
常
会
を
代
表
し

て
、石
本
さ
ん（
鯉

の
内
）と
多
仁
さ

ん
（
中
辺
）
を
講

師
に
、
ゴ
ミ
の
分

別
・
減
量
化
に
つ

い
て
中
学
１
年
生

１７
人
が
学
び
ま
し

た
。

　
村
で
の
取
り
組

み
、
各
常
会
で
の

取
り
組
み
を
聞
く

生
徒
た
ち
は
、真

剣
そ
の
も
の
。
資

源
ゴ
ミ
を
目
の
前

に
、分
別
方
法
の

違
い
に
驚
く
姿
も

あ
り
、
分
別
の
手

が
か
り
と
な
る
素

材
の
マ
ー
ク
探
し

も
一
生
懸
命
考
え

な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　　
村
が
全
国
に
誇
れ
る
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
。

彼
ら
が
村
を
誇
り
に
思
い
、
大
切
に
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
ま
た
、
環
境
へ
の
関

心
が
高
ま
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

総合学習後、生徒の皆さんが授業の感想を寄せてくれましたので、
ご紹介します。



　赤ちゃんが病院から退院するときから必要となるチャイルドシート。2000年4月より義務づけられたチャイ
ルドシートですが、一昨年の全国調査では、使用状況は49.1％(6歳未満の使用率)です。つまり2人に1人が使
用していないという結果です。『赤ちゃんはわたしが抱いているから大丈夫！』という考えからかもしれません
が、これでは赤ちゃんを巻き添えにしてしまいます。
チャイルドシートの選び方のポイントは、
　 子どもに合ったもの。

　 取り付ける車に合ったもの。

　 安全性の高いもの。　　　　を選ぶことです。
その上でさらに便利さや快適性にも注目したいですね。
子どもの身体に合った安心できるモデルを選んで、しっかり守ってあげましょう。

その１その１

小
学
生
の
福
祉
学
習
・
さ
な
ご
う
ち
の
ふ
く
し

総合学習後、児童の皆さんが授業の感想を寄せて
くれましたので、ご紹介します。

み
ん
な
が
、幸
せ
に
、豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
！！

　
健
康
福
祉
課

の
職
員
を
講
師

に
、
村
の
福
祉

に
つ
い
て
小
学

５
年
生
２１
人
が

学
び
ま
し
た
。

　
福
祉
と
は
、

「
し
あ
わ
せ
」

で
あ
り
、「
ゆ
た

か
さ
」
、つ
ま
り

「
幸
福
で
良
く

生
き
る
こ
と
」

だ
と
説
明
す
る

職
員
を
前
に
、

難
し
そ
う
な
顔

を
す
る
児
童
た

ち
。
高
齢
者
福
祉
が
話
の
中
心
と
な
り
、

現
在
村
で
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な
事
業

の
説
明
を
分
か
り
や
す
く
話
な
が
ら
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
の
風
景
や
、
い

き
い
き
健
康
教
室
の
風
景

を
映
し
た
写
真
を
見
せ
る

と
、
『
う
わ
、
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
お
る
！
』
『
隣
の
お
ば

ち
ゃ
ん
が
映
っ
と
る
〜
』
と
興
味
を
示
し

出
し
ま
し
た
。
少
し
福
祉
を
身
近
に
感
じ

と
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
た
め
の
高
齢
者
福
祉
。
児
童
た
ち

の
心
の
中
に
、
高
齢
者
を
思
い
や
る
気
持

ち
が
さ
ら
に
高
ま
る
良
い
機
会
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



〜
派
遣
要
請
の
あ
る
農
家
を
募
集
し
て
い
ま
す
〜

　
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、産
業
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、１
農
家
で
の
農
業
体
験
は
、３
日
か
ら
６
日
程
度
の
日
数
を
連
続
し
て

　
お
願
い
し
ま
す
。

その3

　子どもたちはどろ遊びが大好き♪砂場で、「海だよ!」「プールだよ！」と言
いながら、一生懸命穴を掘って、水を流し入れていました。
　他にも、“どろだんご”づくりが子どもたちの間では、流行っているようで、
上手にできたおだんごは、きれいな箱に飾られていました。
　『お母さん、洗濯物が増えるけど、怒らないでね！』

　
今
回
は
役
場
担
当
者
か
ら
見
た
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
、及
川
さ
ん
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
及
川
さ
ん
が
や
っ
て
来
て
早
３
ヶ
月
。広
報
や
新
聞
で
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、み
な
さ
ん
は

及
川
さ
ん
に
ど
ん
な
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？
私
は
、及
川
さ
ん
に
会
う
ま
で
は
ど
ん
な
人
が
来
る
の
か

と
い
ろ
い
ろ
な
想
像
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
１０
日
、徳
バ
ス
が
役
場
前
に
停
ま
り
荷
物
を
た
く
さ
ん
持
っ
た
男
性
が
降
り
ま
し
た
。
及
川
さ
ん
が

遂
に
到
着
し
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
暖
か
く
な
り
始
め
た
頃
だ
っ
た
の
で
、厚
手
の
上
着
を
着
て
い
た
の
が
印
象

的
で
、「
こ
っ
ぢ
は
あ
だ
だ
が
い
で
す
ね
ぇ
。」
と
な
ま
り
混
じ
り
で
話
す
及
川
さ
ん
に
、ほ
ん
と
に
仙
台
か
ら

来
た
ん
だ
〜
、と
し
み
じ
み
思
い
ま
し
た
。

　
彼
の
人
柄
で
す
が
、い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
み
る
と
素
朴
な
人
で
ひ
と
安
心
し
ま
し
た
。ず
っ
と
農
業
に
興

味
が
あ
り
、一
度
き
り
の
人
生
だ
か
ら
と
思
い
切
っ
て
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
に
応
募
し
た
そ
う
で
す
。そ
ん

な
仙
台
人
の
一
大
決
心
に
遠
く
離
れ
た
佐
那
河
内
が
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
不
思
議
な
縁
。
及
川
さ
ん
も
応

募
す
る
ま
で
は
佐
那
河
内
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
聞
き
、せ
っ
か
く
の
縁
な
の
で
お
互
い
に
実
り
あ

る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
及
川
さ
ん
と
接
し
て
き
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、自
然
に
囲
ま
れ
て
日
々
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
に

と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
、都
会
で
育
っ
た
及
川
さ
ん
に
と
っ
て
は
新
し
い
発
見
で
、そ
れ
を
教
え
て
も
ら

う
こ
と
が
私
た
ち
の
新
し
い
発
見
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
だ
み
な
さ
ん
の
前
で
及
川
さ
ん
を
ご
紹
介
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
て

も
ら
う
予
定
で
す
の
で
、そ
の
と
き
は
ぜ
ひ
話
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

聞
き
慣
れ
な
い
仙
台
弁
も
新
鮮
で
す
し
、私
た
ち
が
知
ら
な
い
佐
那
河

内
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
一
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
及
川
さ
ん
に
と
っ
て
阿
波
弁
は

異
国
の
言
葉
で
す
。
あ
ま
り
早
口
だ
と
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
ら
し
い

の
で
、話
を
す
る
と
き
は
少
し
ゆ
っ
く
り
め
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。



〈小学校体育館〉
 ※健康運動教室　
　 20：00～21：00　
 ※太極拳　
　 19：30～20：30

〈中学校体育館〉
 卓  球
　 19：30～21：30
 ※バドミントン　
　 20：00～22：00

日 月 火 水 木 金 土
3 41 2

5 6 7 9 10 11

16 17 181312 14 15

23 24 252019 21 22

2726 28 29 30 31

8

太極拳
卓　球

卓　球

太極拳

バドミントン

バドミントン

バドミントン

バドミントン

バドミントン

健康運動教室

健康運動教室

・※印の種目は活動費が必要です。
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
　事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加入の
　手続きをしてください。
・日程は変更する場合があります。

　5月３０日（水）、平成１９年度佐那河内村人権教育研究協議会総会が、農業総合振興センターで開
催されました。
　総会閉会後、四国大学非常勤講師の清原嘉美さんをお招きしての記念講演会が開かれました。
　今回は、『聴覚障害について』と題された清原さんの記念講演の要旨を紹介させていただきま
す。

1．聴覚障害とは
　普段みなさんは、聞こえるとか聞こえないとかは、あんまり意識をしないで生活をしているのではないでしょうか。聞こえにく
いということはどういうことかを考えていただきます。例えば、
　　ピンポンの音　→　チャイムの音（音の種類）　→　誰か来た（出来事）　→   玄関に行く（場所）
　　→　ドアを開ける（動作）　→　会話をする （コミュニケーション）    
　というように、１つの音からいろいろな情報を得ています。聞くということは本当に大事なコミュニケーションの元になる動作
になります。
　人は生まれてまずは、聞くから始まります。聞くことによって、言葉を覚えます。言葉を覚えると話をします。
　生活で一番大切なことは、コミュニケーションを取ることです。でも、聴覚障害者のようにコミュニケーションを取るための情
報が入ってこない人たちがいます。また、聴覚障害の人たちは、見た目ではわかりません。だから、誤解を受けやすい障害でありま
す。
2．聴覚障害者の生活
　私たちは自分が出している音を自分の耳で聞いて判断していると思いますが、聞こえない人にはその判断がつきません。だか
ら会議中、注目してもらいたいときには、机をドンドンとたたいて振動させることによって合図をしますが、その音が周りを不愉快
な気分にさせるとは気がついていない時があります。また、ドアを閉めるときにも、バタンバタンと大きな音を立てて閉めるときが
ありますが、ドアを閉めるときに音が出るとは知らない場合もあるので、周りの方が教えることが必要な時もあると思います。
　また、トイレや風呂のドアがすりガラスになっていると、人のシルエットや明かりによって人がいるかどうかを判断でき安心です。     
3．おわりに                                                                  
　生活環境づくりは、知恵とか工夫とか相手に対する理解だとかちょっとした思いやりで随分変わる、意外に簡単に出来るので
はないかと思っています。ちょっとしたことでお互いが楽になると思います。
　手話が出来なくても、文字を使ったり、ちょっとした動作を入れることによって、相手に通じることが出来ます。特に災害時など
は、まず命を守ることが一番大事なのでとっさに判断してほしいと思います。
　また、コミュニケーションには笑顔が大事です。笑顔でいれば、心強いなあという気持ちは必ず芽生えてきますし、心は通じ合
うはずです。
　もし町中で声をかけて、振り向かなかったり返事をしなかったりした場合、無視をしたと思わないで、「自分の声が聞こえなかっ
たのかなぁ」とか「もしかしたら聴覚障害の人なのかなぁ」と思っていただくと、聴覚障害の人も楽になります。いろいろなトラブ
ルの一番の原因はコミュニケーションであります。無視をしたとかこっちを向いて笑ったとかで、職場などでトラブルになることが
多いので、そういう場合は聞こえなかったと思っていただいて、2回3回と声をかけ直すとか回り込んで顔を合わせてもらうだけ
で随分コミュニケーションが楽になると思います。

きよ はら よし   み

佐那河内村の人権教育　VOL．127

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会



後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要

　
　
　
　

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
組
合
や
共
済
組
合
な
ど
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が
ら
「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
を
受
け
て
い
た
７５
歳
以
上
の
方

（
６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
一
定
の
障
害
を
有
す
る
方
を
含
む
）
は
、
平
成
２０
年
4
月
か
ら
新
た
な
医
療
保
険
制
度
と
な
る
『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
で
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
は
、
徳
島
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る｢

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合｣

が
行
い
ま
す
。

◎
被
保
険
者
に
つ
い
て

１
、
県
内
に
居
住
す
る
75
歳
以
上
の

方
（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
一
定

の
障
害
を
有
す
る
方
で
広
域
連
合

長
が
認
定
し
た
方
を
含
む
）

２
、
す
で
に
、
現
行
の
老
人
保
健
制

度
で
寝
た
き
り
な
ど
認
定
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
20
年
4

月
か
ら
、
自
動
的
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
本
人
か
ら
申
請
を

取
り
下
げ
る
旨
の
申
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

３
、
寝
た
き
り
な
ど
の
障
害
を
有
す

る
方
で
65
歳
に
な
っ
た
方
、
65
歳

以
上
で
寝
た
き
り
な
ど
の
障
害
を

有
し
た
方
は
、
申
請
を
す
る
こ
と

に
よ
り
認
定
を
受
け
て
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
な
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
保
険
料
に
つ
い
て

１
、
保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
保
険
料
の
負
担
の
な

か
っ
た
健
保
組
合
な
ど
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
高
齢
者
も
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
、
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
負

担
す
る｢

均
等
割
額｣

と
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る｢
所
得

割
額｣

の
合
計
に
な
り
ま
す
。
賦
課

限
度
額
が
設
け
ら
れ
、
保
険
料
の
割

合
は
均
等
割
額
5
割
所
得
割
額
５
割

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
の
低
い

方
は
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
　

保
険
料
は
、
広
域
連
合
に
お
い
て

定
め
ら
れ
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

徴
収
さ
れ
ま
す
。

◎
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

１
、
現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
保
険

被
保
険
者
証
と
老
人
医
療
受
給
者
証

の
２
枚
を
病
院
な
ど
の
窓
口
で
提
示

し
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
20

年
4
月
か
ら
は
、
徳
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
（
広
域
連
合
）
が

発
行
す
る
被
保
険
者
証
１
枚
と
な
り

ま
す
。

◎
病
院
な
ど
の
窓
口
で
の
自
己
負
担
に

　

つ
い
て

１
、一
般
の
方
は
１
割
負
担
、
現
役
並

の
所
得
の
あ
る
方
は
３
割
負
担
と
な

り
ま
す
。

◎
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

　

定
証
、
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
、
一

　

部
負
担
金
減
免
証
明
書
に
つ
い
て

１
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
に
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
現

在
の
老
人
保
健
制
度
で
発
行
し

て
い
る｢

老
人
医
療
の
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証｣

　

｢

老
人
保
健
特
定
疾
病
受
療
証｣

「
老
人
医
療
の
一
部
負
担
金
減
免

証
明
書｣

は
、
新
た
に
広
域
連
合

が
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
自
己
負
担
限
度
額
、
入
院
時
の
食

　

事
代
に
つ
い
て

１
、１
ヶ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担

限
度
額
及
び
入
院
時
の
食
事
に
係

る
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
老
人
保
健
制
度
と
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
　
　

住
民
課
●



平
成
19
年
度

　
「
朝
食
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

平
成
19
年
度

　
「
朝
食
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

「
寝
る
子
は
育
つ
」

「
食
事
の
時
間
を
決
め
ま
し
ょ
う
」

　

子
ど
も
が
朝
食
を
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
身
体
面
・
精
神

面
の
発
達
だ
け
で
な
く
家
族
団
ら
ん
や

望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
形
成
な
ど
重
要

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

徳
島
保
健
所
で
は
、
家
族
で
生
活
習

慣
を
考
え
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
管
内
の
小
中
学
生
か
ら
〝
朝
食
〞

に
焦
点
を
当
て
て
「
図
画
」「
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

1　

募
集
内
容

　
「
図
画
」ま
た
は「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
両

方
の
応
募
も
可
）

　

各
家
庭
で
の
朝
食
の
様
子
が
現
れ
て

い
る
も
の
、
朝
食
づ
く
り
の
お
手
伝
い

や
家
族
の
役
割
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
も
の
。

　

詳
し
い
募
集
要
項
は
、
各
小
中
学
校

ま
た
は
、
徳
島
保
健
所
に
あ
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2　

募
集
資
格

　

徳
島
保
健
所
管
内
の
小
学
生・
中
学
生

3　

募
集
期
間

　

平
成
19
年
9
月
3
日（
月
）か
ら
9
月

10
日（
月
）ま
で

4　

賞

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
品
を
選

び
ま
す
。（
朝
食
の
大
切
さ
が
よ
く
現

れ
て
い
る
も
の
）

昨
年
度
絵
画
の
部
特
選
に
佐
那
河

内
小
学
校
３
年
谷
快
晴
く
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
に
は
学
校
を
通
じ
て
連
絡
し

ま
す
。

5　

応
募
先

　

児
童
・
生
徒
さ
ん
が
所
属
す
る
学
校

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

6　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

徳
島
保
健
所　

健
康
対
策
係

　

徳
島
市
新
蔵
町
3
丁
目
80

　

電
話（
０
８
８
）６
５
２-

５
１
５
１

　
（
内
線
１
３
１
）

そ
の
１

　

親
の
つ
と
め
は
「
食
べ
さ
せ
て
」「
着

せ
て
」「
寝
か
せ
て
」「
大
き
く
す
る
」
こ

と
。
預
か
っ
た
生
命
を
次
の
世
代
に
手
渡

す
こ
と
・
・
で
き
れ
ば
楽
し
み
な
が
ら
、

愛
し
み(

い
つ
く
し
み)

な
が
ら
子
育
て

を
し
た
い
で
す
ね
。

　　

子
ど
も
が
育
っ
て
ゆ
く
う
え
に
１
番
大

事
な
の
は
睡
眠
で
す
。
睡
眠
は
成
長
ホ
ル

モ
ン
と
深
い
関
係
が
あ
る
か
ら
で
す
。
成

長
ホ
ル
モ
ン
は
「
新
生
」「
再
生
」「
修
復
」

の
働
き
を
す
る
ホ
ル
モ
ン
で
身
長
を
伸
ば

し
た
り
、
筋
肉
を
増
や
し
た
り
す
る
だ
け

で
な
く
か
ら
だ
や
脳
の
疲
労
を
と
り
、
治

し
て
く
れ
ま
す
。
早
く
寝
る
と
質
の
良
い

深
い
眠
り
方
が
で
き
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
が

た
く
さ
ん
分
泌
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　

家
族
の
都
合
で
寝
る
時
間
を
合
わ
せ
て

い
ま
せ
ん
か
？
「
ほ
ん
と
う
は
８
時
、
少

な
く
と
も
９
時
に
寝
る
の
が
望
ま
し
い
」

と
い
う
原
則
だ
け
は
お
さ
え
て
お
い
て
下

さ
い
。

　

眠
り
を
含
め
た
生
活
の
リ
ズ
ム
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
食
事
時
間
を
一
定

に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
30
分

く
ら
い
の
早
い
遅
い
は
や
む
を
え
ま
せ
ん

が
「
食
事
は
○
時
か
ら
」
と
決
め
ま
し
ょ

う
。
お
腹
の
す
き
具
合
に
よ
っ
て
あ
ま
り

食
べ
な
か
っ
た
ら
、
無
理
強
い
し
な
い
で

さ
っ
さ
と
片
付
け
、
だ
ら
だ
ら
食
い
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
甘
い
飲
み
物
は
空
腹
感
を

鈍
ら
せ
る
の
で
、
極
力
避
け
な
る
べ
く
水

か
お
茶
に
。

　

そ
う
い
う
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と

で
、「
お
腹
が
す
く
」
と
い
う
か
ら
だ
の

状
態
に
気
づ
き
、「
お
腹
が
す
い
た
と
き
に

食
べ
る
お
い
し
さ
」
と
い
う
喜
び
も
味
あ

わ
せ
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

い
つ
も
中
途
半
端
で
、
お
腹
が
す
い
た

よ
う
な
、す
い
て
な
い
よ
う
な
状
態
は「
食

べ
る
喜
び
」「
生
き
る
喜
び
」
を
子
ど
も

か
ら
奪
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と

思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
い
い
な
り
に
な
っ
た
り
、
ふ

り
ま
わ
さ
れ
た
り
せ
ず
に
、
お
と
な
が
き

ち
ん
と
主
導
権
を
と
っ
て
、「
生
活
」
を

つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
で
す
。
す
く
な

く
と
も
「
生
活
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
こ

の
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、
こ
と
わ
ざ
生
活

「
寝
る
子
は
育
つ
」「
早
寝
早
起
き
、
元
気

な
よ
い
子
」
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

健
康
福
祉
課　

保
健
師

　

広
報
さ
な
ご
う
ち
で
は
、
子
育
て
支
援

の
一
貫
と
し
て
、
定
期
的
に
育
児
情
報
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課　

広
報
担
当
）



　「年金未払い分を支払う」「住民税の過剰金を還付する」「あなたの銀行口座を教えてほしい、
そうすればお金を振り込みます」などの不審な電話があった場合には、氏名・連絡先を確認し、
直接相手に電話せず、まず徳島東警察署生活安全課もしくは佐那河内村駐在所にご相談ください。
　●徳島東警察署　生活安全課　電話（088）624-0110　内線 265（相談係）
　●佐那河内村駐在所　　　　　電話（088）679-2110　IP　5110

村消費者協会から
のお知らせです。

　「資格商法被害者を救済するという電話があり、以前支払った資格教材の費用を取り返して
くれるというので申し込んだところ、新たな教材の契約書が送られてきた」という相談が多く
寄せられています。
　これは資格商法の二次被害と呼ばれるもので、被害救済や名簿の登録抹消手続きなどを名目
に電話をかけてきて、結局は新たな契約を勧められます。
　今回のように電話勧誘によるものは、契約してしまった場合でも、契約書面を受け取った日
を含めて８日間はクーリング・オフが可能です。
　職場に電話があり断り切れなかったという人も多いようですが、曖昧な返事はせずにきっぱ
りと断ることが大切です。
　最近の消費者被害緊急情報を毎週水曜日にメールマガジンで配信中！
とくしま消費者交流ひろば（http://www16.ocn.ne.jp/̃nposhohi/）から登録してください。
消費者協会では、会員を募集しています。詳しくは消費者協会会長　森脇豊子（679-3188、
IP5568）までご連絡ください。

　皆さんは、最近バスを利用したことがありますか？四国
の場合乗合バスの利用者は、ピーク時に比べて約14％に
まで減少しています。このままでは、四国からバスが消え
てしまうかも。バスは高齢者や子ども、お身体の不自由な
方など、車の運転が困難な人にとってなくてはならない交
通手段。ですから、四国のバス会社は、赤字経営でも頑張っています。皆さんが利用すればす
るほど、バスの便数や路線が増えてどんどん便利になっていきます。
　確かにマイカーは便利ですが、過度のマイカー利用は、渋滞や交通事故多発の原因になりま
す。また、CO2排出量の約５割はマイカーからの排出となっています。しかし、1日わずか
10分間車の使用を控えるだけで、年間約600kgものCO2削減に貢献できるのです。
　それに、バスならゆったりと車窓からの風景を楽しむことができますよね！今まで気付かな
かったまちの魅力を発見できるかもしれません。

今日はクルマを休ませて、ちょっとバスででかけてみませんか？
－四国運輸局自動車交通部－

新たな振り込め詐欺の手口です !!
～社会保険庁、住民税課職員を装った電話に注意！～

資格商法の二次被害が増加中！資格商法の二次被害が増加中！資格商法の二次被害が増加中！資格商法の二次被害が増加中！資格商法の二次被害が増加中！



◇ 平成19年度　自衛官募集案内 ◇

❖お問い合わせ先　住民課もしくは、徳島募集案内所（☎631－9581）　担当：江川❖

自衛官募集相談員に
委嘱されました。

高根　哲さん（大西）
　任期　
　　平成19年7月 1 日から
　　平成21年6月30日まで

　解雇されたが納得いかない。給料を払ってくれない。配転を命令したが納得してもらえないなど、
労使間トラブルでお困りのとき、相談やあっせん※1をお受けします。
　県内にある事業所の労働者（退職した人を含む）、事業主のいずれも利用できます。
　費用は無料で、秘密は堅く守られます。電話による相談もお受けしていますので、お気軽にご相
談ください。
※１　あっせんとは、経験豊かなあっせん員が３人１組となって双方から事情をお伺いし、話し合

いによる円満な解決のお手伝いをすること。

労使間トラブルに関する相談・あっせん、お受けします。

　この制度は、建設現場で働く方々のために、「中小企業退職金共済法」
という法律により国が作った退職金制度です。
　事業主は、現場で働く人の共済手帳に働いた日数に応じて、掛金となる
共済証紙を貼り、その労働者が建設業界で働くことを辞めたときに、建退
共から退職金を支払うといういわば業界全体での退職金制度です。
　詳しいことは、建退共徳島支部 088-622-3113までお問い合わせくだ
さい。
　また、HPも開設していますので、ぜひご覧ください。
　アドレス　http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp

建退共制度のご案内

労使間トラブルに関する相談・あっせん、お受けします。

問い合わせ先　　徳島県労働委員会（県庁11階）　電話（088）621－3234

募 集 種 目 資　　　　格 受　付　期　間 試　験　期　日

防 衛 大 学 校 学 生

防衛医科大学校学生

9月5日～9月7日

9月7日～9月28日

9月7日～9月28日

8月1日～9月7日

9月7日～9月28日

8月1日～9月7日

年間を通じて行っております。

8月1日～9月7日

11月1日～20年1月8日

9月23～24日

11月10～11日

11月3～4日

9月22日

10月14日

9月17日

受付後に指定します。

9月24～25日

20年1月12日

高卒（見込）21歳未満の者

高卒（見込）21歳未満の者

高卒（見込）24歳未満の者

18歳以上27歳未満の者

　　　 18歳以上27歳未満

中卒（見込）17歳未満の者

航 空 学 生

看 護 学 生

一 般 曹 候 補 生

2等 陸・海・空士

自 衛 隊 生 徒

高卒（見込）
21歳未満の者

推 薦

一 般

男 子

女 子



〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　

先
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
、
創
刊
80
周
年
記
念
日
本
農
業
新
聞
全
国
大
会

「
フ
ォ
ト
、
エ
ッ
セ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
エ
ッ
セ
ー
の
部
門
最
優
秀
賞
さ
れ
た
、

山
川
ナ
ツ
ノ
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
も
な
く
、
新
聞
、
郵
便
も
届

か
な
い
、
20
㍗  
１
灯
が
点つ

い
た
ば
か
り

の
、
た
っ
た
２
件
の
奥
地
に
私
は
嫁
い

だ
。
終
日
、
何
の
情
報
も
人
影
も
な
い

山
住
の
寂せ
き
り
ょ
う
寥
ご
こ
ろ
を
、
生
活
の
維
持

に
55
枚
の
棚
田
で
ひ
た
す
ら
働
き
、
２

年
後
、
平
地
よ
り
５
キ
ロ
、
標
高
４
０

０
メ
ー
ト
ル
、
14
戸
の
山
の
在
所
へ
移

転
し
た
。
10
人
家
族
の
う
ち
、
祖
父
と

50
歳
の
働
き
盛
り
の
舅
し
ゅ
う
とを
亡
く
し
た
。

こ
こ
で
も
自
給
自
足
の
生
活
は
変
わ
ら

ず
、
新
聞
に
は
手
が
届
か
な
か
っ
た
。

１
日
に
た
だ
１
人
の
来
訪
の
郵
便
屋
さ

ん
を
待
ち
こ
が
れ
、
と
ら
え
て
人
懐
か

し
げ
に
話
し
、
追
い
か
け
て
い
た
幼
い

息
子
が
い
じ
ら
し
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ミ
カ
ン
、
農
作
物
が
好
況

と
な
り
、
家
族
力
を
合
わ
せ
て
励
み
、

子
供
た
ち
の
登
下
校
、
将
来
を
思
い
、

山
の
在
所
か
ら
平へ
い

坦た
ん

地ち

へ
の
移
転
が

叶か
な

っ
た
。
そ
の
喜
び
と
と
も
に
日
本
農

業
新
聞
を
知
り
、世
間
の
情
報
に
疎う
と

く
、

活
字
に
飢
え
て
い
た
掌
に
ひ
ら
く
日
本

農
業
新
聞
の
匂に
お

う
ま
ぶ
し
さ
、
携
わ
る

多
く
の
人
た
ち
の
至し

誠せ
い

の
行
き
届
い
た

傘　

寿
山
川
ナ
ツ
ノ

情
報
満
載
の
誌
面
に
日
々
心
を
躍
ら

せ
、「
女
の
階
段
」
の
欄
に
時
折
投
稿

し
た
。
徳
島
で
も
女
の
階
段
愛
読
者
グ

ル
ー
プ
「
す
だ
ち
の
会
」
を
１
９
８
７

年
に
結
成
。
歌
友
が
会
長
を
さ
れ
て
い

た
の
で
入
会
し
た
。「
女
の
階
段
」「
か

け
は
し
」「
す
だ
ち
の
会
」「
中
四
国
大

会
」
等
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新

聞
社
の
方
々
、
各
士
の
方
達
の
講
演
を

拝
聴
し
、
思
っ
て
み
な
か
っ
た
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
も
朝
々
、
日
本
農
業
新
聞
の
清
新

な
記
事
に
、
私
も
や
る
ぞ
と
意
欲
を
湧

か
せ
、
メ
モ
を
と
り
、
切
り
抜
き
、
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、「
す
だ
ち
の
会
」
の
皆
さ
ま
と

精
魂
こ
も
る
特
産
物
を
届
け
合
い
、
日

本
農
業
新
聞
が
え
に
し
の
交
流
を
温
め

続
け
て
い
る
。

　

い
つ
も
テ
ー
ブ
ル
に
主
役
を
占
め
る

日
本
農
業
新
聞
を
、
来
宅
の
方
達
が
珍

し
そ
う
に
、会
話
を
忘
れ
て
読
ま
れ
る
。

山
の
在
所
か
ら
村
の
平
坦
地
へ
移
転
し

て
19
年
。
長
い
歳
月
を
、
日
本
農
業
新

聞
の
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
に
生
か
さ

れ
、
日
本
農
業
新
聞
と
同
じ
く
、
農
現

役
で
傘さ
ん

寿じ
ゅ

を
迎
え
た
。
温
か
い
余
生
に

感
謝
の
日
々
。
さ
庭
に
千
両
の
珠
実
が

清
浄
な
み
冬
の
到
来
を
告
げ
て
い
る
。

　

講 

師　
　

相
生
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長　

濱
田　

邦
美 

医
師

　

場 

所　
　

健
祥
会
ハ
イ
ジ
地
域
交
流
ホ
ー
ム

　

認
知
症
の
病
状
や
原
因
、

予
防
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
ご
講
話
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

認
知
症
は
、病
気
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
必
要
。
認
知

症
に
な
っ
て
も
人
間
終
わ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
個
性
の
ひ
と
つ
。
対
応
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
そ
の
人
が
自
分
を
見
失
わ

な
い
よ
う
な
空
間
づ
く
り
・
居
場
所
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
予

防
策
と
し
て
、
規
則
正
し
い
生
活
を
心

が
け
、
頭
は
よ
く
使
う
ほ
ど
良
く
、
食

べ
物
は
塩
分
を
７
ｇ
以
下
に
抑
え
て
、

タ
ン
パ
ク
質
を
き
ち
ん
と
摂
る
こ
と
が

必
要
だ
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

30
分
間
の
質
疑
応
答
で
も
参
加
者
64

人
の
中
か
ら
、「
脳
細
胞
は
再
生
で
き

る
の
か
」「
卵
は
１
日
何
個
ま
で
食
べ

た
ら
い
い
の
か
」「
徳
島
は
な
ぜ
糖
尿

病
が
多
い
の
か
」
な
ど
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
、
盛
り
上
が
り
の
中
終
演
し
ま

し
た
。

「
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
」

地域包括支援センター
公開講座

〜
5
年
ぶ
り
、
ハ
イ
ジ
の
夏
ま
つ
り
〜

■
日　
　

時　
　

平
成
19
年
7
月
31
日（
火
） 

18
：
00
か
ら

■
場　
　

所　
　

健
祥
会
ハ
イ
ジ　

前
庭

■
イ
ベ
ン
ト　
　
『
逢
い
た
く
て　

逢
い
た
く
て
』 

で
有
名
な

　
　
　
　
　
　
　

園　

ま
り 

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー

当
日
、
一
緒
に
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
!!

連絡先　健祥会ハイジ
電話（088）679-3380

ＩＰ 5790
担当：奥山まで



土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
ま
す

〈
徳
島
地
方
気
象
台
よ
り
〉

　
大
雨
警
報
発
表
中
に
さ
ら
に
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ

た
時
に
、
市
町
村
を
特
定
し
徳
島
県
と
気
象
台
が
共
同
で
「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
情
報
は
、
市
町
村
長
が
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令

す
る
際
の
判
断
や
住
民
の
方
が
自
主
避
難
の
判
断
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
方
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
市
町
村
か
ら
伝
え
ら
れ
た
り
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
り

し
た
場
合
は
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

夜間・休日救急診療の受診方法

内 科 ・ 小 児 科

外 科 ・ 整 形 外 科
外 科
整 形 外 科
内科・呼吸器科・消化器科・循環器科
内 科・外 科・整 形 外 科
内 科・外 科・整 形 外 科
内科・呼吸器科・外科・消化器科・循環器科
内科・呼吸器科・消化器科・循環器科
整 形 外 科

徳島市昭和町7-37

徳島市沖浜東2-16 ふれあい健康館1階

徳島市津田西町1-2-30
徳島市庄町4-6
徳島市八万町橋本92-1
徳島市中洲町1-31
徳島市寺島本町西2-37-1
石井町石井字石井231-1
徳島市北佐古1-1-8
徳島市二軒屋町1-1-16

622-3576

625-8353
662-5311
632-3328
668-1070
625-3535
623-2462
674-2311
631-7711
652-1119

高 木 病 院

徳 島 市 夜 間 休 日
急 病 診 療 所

寺 沢 病 院
松 永 病 院
協 立 病 院
中 洲 八 木 病 院
橘 整 形 外 科 病 院
麻 野 病 院
川島循環器クリニック
中 村 整 形

（月～土）19：30～23：30
（日・祝）09：00～17：00、18：00～23：30

医療施設名 診　療　内　容 所　　在　　地 電話番号

1． 比較的病状が軽い場合（軽傷・軽症）

2． 病状が重いと判断される場合（中・重症）速やかに搬送して医療処置を受けられるようにするためにも救急搬送車を活用してください。

あらかじめ受診を希望する医療機関に電話をしてから受診するようにしてください。

救急搬送車：679-3999

8月は「電気安全使用月間」です。

　感電などの電気事故は、夏季に集中しています。そのため、8月を｢電気安全使用月間｣と定め、経済
産業省主唱のもと電気の使用安全に関する行事が、全国一斉に行われます。
　電気機器は安全に使いましょう！！

　　　　　　　       財団法人　四国電気保安協会　徳島支部　電話（088）631－2333

徳島県土砂災害警戒情報　第×号
平成△△年□月□日□時□分

徳島県　　徳島地方気象台共同発表

【警戒対象地域】
阿南市＊、那賀町鷲敷地域、美波町由岐地域
　　　＊印は、新たに警戒対象となった市町村を示します。

【警戒解除地域】
那賀町上那賀地域、那賀町相生地域、美波町日和佐地域

【警戒文】
降り続く大雨のため、土砂災害の危険度の非常に高い状態が続いており、今後2時間以内
に阿南市にも広がる見込みです。土砂災害危険箇所及びその周辺では厳重に警戒してく
ださい。警戒対象市町村の今後3時間以内の最大1時間雨量は多いところで50ミリです。

警戒対象地域

警戒解除地域

強い雨が降る範囲

雨域移動方向

問い合わせ先
088-621-2541（県土整備部砂防課）
088-622-3857（徳島地方気象台技術課）

１時間30ミリ以上の
強い雨域

警戒を要する
市町村名を明記

土砂災害の危険度が
低くなった市町村

土砂災害の危険度が
高い市町村



マークの見方　　　…時間　　　…場所　　　…対象　　　…持ち物　　　…問い合わせ先時 所 対 持 問

水

木

月

水
家庭用廃ビニール、古紙など
収集日

粗大廃棄物、廃家電、廃ビニー
ル、古紙など収集日

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場、
高樋保健センター

いきいき体操教室
持

医師から運動制限を受けて
いない概ね65歳以上の方
運動しやすい服装

対時
所
13：30～15：30　　
桜集会所

第32回納涼夏まつり 雨天中止（順延なし）
時
所
18：00～21：30　　
小学校

◎日　時　平成19年8月5日（日）7時30分から9時30分まで
◎場　所　中学校西坂周辺
◎準備物　草刈り機、カマ、軍手など
◎その他　ボランティア保険をかけますので、7月31日（火）までに、中学校（電話679-2511、ＩＰ5020）まで
　　　　　ご連絡ください。
　　　　　　　　　　～村民の皆さんのご協力をお願いします。～

　小学6年生と中学1年生の児童・生徒と小中教員が自然や環境を様々な視点で体験・学習することで、
村の環境を知り自然や郷土を大切に思う気持ちを育むことを目的に行います。

中学生と一緒に愛校作業にご協力いただけませんか？中学生と一緒に愛校作業にご協力いただけませんか？中学生と一緒に愛校作業にご協力いただけませんか？中学生と一緒に愛校作業にご協力いただけませんか？中学生と一緒に愛校作業にご協力いただけませんか？

◆日　時　平成19年8月6～7日（月・火）
◆場　所　いきもの愛ランドキャンプ場
◆内　容　エコクッキングや自然観察、星空観察など
◆主　催　佐那河内小・中学校・小松島西高校
◆共　催　村・教育委員会・いきものふれあいの里

☆小中一貫教育パイオニア事業とは？
　　小中学校の連携による子どもの育成や
　中学校進学時の子どもたちのとまどいの
　解消を目的に行われている事業です。

　それにあわせて、8月を「道路ふれあい月間」とし、全国各地で様々な行
事が行われています。村でも、次の日程で全村道路愛護会を実施します。
■日　　時　7月29日（日）8：00から
■実施区域　国道、県道、村道、その他常会周辺道路の草刈り、清掃。また、台風
　　　　　　などに備え、道路側溝・排水路の清掃もお願いします。
　　　　　　併せて通行の支障になるような木の枝打ちへのご理解をお願い
　　　　　　します。

道路は国民共有のもの、つまりあなたの財産です。
みんなが道路と親しみ、ふれあい、常に広く、美しく、安全に、共に楽しく利用しましょう。

個人情報に関する内容のため削除しています



健康相談
時

所
・
寺谷生改センター10：00～11：00
保健センター　　13：30～14：00 
根郷集会所　　14：15～14：40

問

日 曜 行　事　名 と　き・ところ 備　　考

水

木

土　

日

月

火

水

木

日

月

水

日

月

火

◎7月は国民健康保険税（第1期分）の納期
　です！　お忘れなく！

佐小PTA文化部 親子映画会

いきいき体操教室

心配ごと相談・人権擁護相談

健康手帳持

持

医師から運動制限を受けて
いない概ね65歳以上の方
運動しやすい服装

対

時
所
19：00～21：00
役場3Ｆホール 　

全村道路愛護
時
所
8：00～
村内

わんぱく教室

夏季休業日（～8/31） 小・中学校

家庭用廃ビニール、古紙など
収集日

小中一貫教育パイオニア事業
エコキャンプ（小6・中1）（～7日）

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

家庭用廃ビニール、古紙など
収集日

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

家庭用廃ビニール、古紙など
収集日

時
所
8：30～11：00　
追上駐車場

時
所
8/6  9：30～8/7  16：00　
いきもの愛ランドキャンプ場

時
所
13：30～15：30　　
宮前公民館

時
所
9：00～12：00　　
農振センター 2F（小和室）

問

草刈り機、カマ、軍手など

心配ごと相談・行政相談・
特別相談

時
所
9：00～12：00　　
農振センター 2F（小和室）

時
所
10：00～11：30　　
保育所 問

対 未入所の乳幼児（就学前まで）

保険料（年間）1人500円

愛校作業　 時
所
7：30～9：30　　
中学校

修学前の乳幼児
母子手帳持

発達相談（要予約） 時
所
13：15～　　
農振センター 2F（和室）

対

1歳児
母子手帳持

1歳児歯科相談 時
所
13：15～　
農振センター 2F（和室）

対

材料代200円、米1合、
エプロンなど

持健康料理教室 時
所
9：30～9：45（受付）　
農振センター 1F（会議室）

中学生と一緒に愛校作業にご協力いただけませんか？中学生と一緒に愛校作業にご協力いただけませんか？



ハ
イ
ハ
イ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
蒼

空
く
ん
。
す
ご
い
ね
‼ 

こ
れ
か
ら
の
成

長
が
楽
し
み
だ
よ
。
早
く
大
き
く
な
ー

れ
☆　
　
　
　
　

 

（
パ
パ
・
マ
マ
よ
り
）

平成18年9月16日生  　蒼
そ　ら

空ちゃん（10ヵ月）
パパ 石本　旭さん・ママ 優子さん（中川原）

変
身
王  

│
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
│

　　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
No．134

　　

お申し込み・お問い合わせ先
ネイチャーセンター（ 679 － 2238）

● 7月16日（月・祝）　10時～15時
　　かんの虫の薬を探し出そう
● 7月21日（土）　10時～14時
　　定例探鳥会　　　　　　　　
　　「夫婦円満の鳥・オシドリを見に行こう」
● 7月22日（日）　10時～15時
　　夏の植物観察会
● 7月28日（土）　10時～15時
　　佐那河内村内のサルを追跡してみよう
● 8月3日（金）　7時～18時
　　自然観察会「剣山」
● 8月5日（日）　10時～15時
　　いろいろな昆虫を育ててみよう
● 8月12日（日）　10時～14時
　　定例探鳥会
　　「巣箱を下ろして中を確かめてみよう」

テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
（
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
）

　

梅
雨
の
頃
、
樹
上
に
白
い
花
の
ベ
ー

ル
が
垂
れ
下
が
り
、
か
す
か
な
香
り
が

漂
う
。
壮
年
期
の
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
だ
。

名
は
謡
曲
に
「
定
家
の
恋
慕
の
情
が
か

ず
ら
と
な
り
、
式
子
内
親
王
の
墓
に
ま

で
か
ら
ん
だ
」と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。

  

地
面
や
岩
を
は
う
幼
少
の
葉
は
小
さ

く
、
濃
い
緑
に
葉
脈
が
白
く
浮
き
出
る

の
に
比
べ
、
樹
上
の
大
人
の
葉
は
大
き

く
て
色
は
淡
く
白
斑
も
な
い
。
ま
る
で

別
人
だ
。
生
活
条
件
や
体
の
サ
イ
ズ
に

よ
っ
て
葉
の
形
を
変
え
る
「
異
形
葉
」

の
典
型
で
あ
る
。  　
　
　
　
　
　
　

　

花
び
ら
は
プ
ロ
ペ
ラ
状
に
ね
じ
れ
、

つ
ぼ
み
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
に
似
て

い
る
。
咲
き
は
じ
め
は
白
く
次
第
に
淡

黄
色
と
な
り
、
終
い
に
花
び
ら
が
そ
れ

ぞ
れ
葉
巻
の
よ
う
に
巻
い
て
し
ま
う
。

　

種
子
は
サ
サ
ゲ
の
よ
う
な
長
い
袋

の
中
に
数
個
あ
り
、
白
く
長
い
毛
の
生

え
た
１
㎝
強
の
線
形
で
、
袋
が
裂
け
る

と
空
中
に
飛
び
出
し
て
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
の
よ
う
に
た
だ
よ
い
、
新
た
な
居
場

所
に
た
ど
り
つ
く
し
く
み
で
あ
る
。

  

運
悪
く
日
陰
に
生
え
た
個
体
で
も
小

さ
い
身
体

で
は・

い・

ま・

わ・

り・

、
よ
じ

登
る
機
会
を

じ
っ
と
伺

う
。
樹
上

で
日
照
が
良

く
な
る
と
一

気
に
葉
を
広

げ
、
光
合
成

量
が
増
し
、

力
を
付
け
る

や
い
な
や
仲

間
を
殖
や
す

戦
略
に
で
る

し
た
た
か
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
（
東
）

ます。7月中旬頃に収穫し、生葉染めや押し染めの手法でＴシャ

ツやバンダナを染める計画をしています。『初めての試みなの

で、成功するか不安ですが、子どもたちと毎日水やりをして、葉

が成長していくのを楽しみにしています。』とのこと。

なし

佐那河内保育所でも、佐那河内保育所でも、佐那河内保育所でも、
　　　盛り上がっています！　　　盛り上がっています！盛り上がっています！！


